
令和７年度原子力規制委員会行政事業レビューにおける優良事業改善事例 

 

令 和 ７ 年 ９ 月 30 日 

行政事業レビュー推進チーム 

 

１．対象事例 

  原子力規制庁の職員で構成される「行政事業レビュー推進チーム」において、選定基準

の検討、事例の選定等について議論を重ねた結果、優良事例を選定した。選定した事業、

選定理由等については以下のとおり。 

 

事業名 原子力安全情報の収集・分析評価・基準整備事業 

事業の内容 

・高経年化規制等の継続的な改善を図るため、諸外国における関連の規制

基準やトラブル事例など、最新の知見を収集するとともに、これを国内規

制に反映させるに当たっての分析評価を実施する。 

・将来、次世代革新炉の計画が具体化された際に、これに対応した適切な

規制をすることができるよう、諸外国における研究開発・建設動向・規制

基準など、最新知見の収集を実施する。 

・IAEA 等国際機関における各種基準や民間規格を国内規制に反映させる

ための必要な評価検討を実施する。 

改善点の概要 

２事業で実施していた関連性のある業務を統合したもの。 

具体的には、国内外の法令や民間規格等の動向調査及び IAEA 等国際機

関の安全基準等の調査分析を実施してきた「原子炉施設等の規制基準整備

事業」に、「原子力安全情報に係る基盤整備・分析評価事業」の一部として

実施していた海外事故トラブル等の情報収集を統合した。  

選定理由 

複数の事業（担当部署）に跨がっていた関連性のある業務を統合したこ

とで、事業効果や執行実態がより的確に把握できることとなり、作業の重

複解消や効率化、効果的な予算執行が可能となったため。 

 

２．横展開の方法 

  庁全体に対しても本事例を優良なものとして広く知らしめて、自主的な事業改善の取

組の普及に努める。 


